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研究成果の概要（和文）：言語教育教材としての絵本の価値を先行研究等から明らかとしたうえで、絵本論の知
見を参照し、「文字の語り」と「絵の語り」に着目しながら英語絵本を３つの類型に分け、日本の小学校英語教
育において効果的に活用することのできる絵本の整理・分類を行った。さらに、日本の小学校英語教育現場にお
ける絵本活用の実践事例や母語教育及びESLの教室で読み物絵本を言語教育教材として用いる北米の公立小学校
の実践事例を視察し、それらを参照しながら、日本の小学校英語教育現場に即した活用の手立てを明らかとし
た。

研究成果の概要（英文）：With reference to the findings of picture book theory, I have divided 
English picture books into three types, focusing on "story narrative" and "picture narrative". Based
 on this classification, I organized picture books that can be effectively used in elementary 
schools in Japan. In addition, through some case studies of public elementary schools in Japan and 
North America, I clarified  possible ways of utilizing English picture books effectively in English 
language education in Japan.

研究分野： 小学校英語教育

キーワード： 絵本　絵本論　小学校英語　ホール・ランゲージ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで日本における絵本研究は幼児教育の読書推進の立場や美術研究の視点からのものが多く、英語教育にお
ける絵本活用についても、絵本論の枠組みに着目した先行研究はほぼ存在しなかったため、絵本論に着目した本
研究は独創的なものである。絵本論の視点から新たに絵本の整理・分類及び指導法の提言を行ったことは、絵本
を用いた教科教育としての授業実践に寄与するものであり、教材選びや教材研究の際の指針となるとともに、よ
り教育的効果の高い指導法を可能にするものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究が開始された当初は、2020 年度からの新指導要領全面実施に伴う小学校における外国
語（英語）の教科化及び外国語活動の早期化の直前の移行期間にあたり、小学校における外国語
教育の在り方が本格的に論じられるとともに、学校現場においては教員からの期待とともに不
安や戸惑いとが聞かれる時期であった。検定教科書の使用開始前であったため、４技能５領域の
内、文字や文に関する学習が各社の教科書でどの程度扱われるのかは公表されておらず、読む活
動の指導をめぐって様々な推測や提言はなされていながらも実際に新カリキュラムが運用開始
された時の児童の反応や教育的成果については未知数であり、読み物教材の在り方や指導法に
ついても試行錯誤の中で望ましいものを確立していくことが求められていた時代である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、項１のような時代背景のなかで、教材としての絵本の価値に着目し、絵本論
の知見を活かして英語絵本の整理・分類を行い、指導モデルについて考察することを目的とした
ものである。教科書を用いて進められる授業では日常生活を想定したやりとりなどの音声中心
の言語活動が中心となるが、それらの単元学習内で扱った言語材料に、形を変えて絵本という異
なる文脈のなかで再度触れることは、児童にとって楽しく、学習意欲の向上につながると考えら
れる。さらに、物語の文脈上での言語使用には、言及指示的機能だけでなく、詩的機能や交話的
機能などＲ．ヤコブソンの言語の六機能論等で指摘される様々な機能があらわれるため、英文和
訳にとどまらない言語の奥行きや意味世界の広がりに児童が出会うことのできる場としても絵
本は有意義な教材になりうる。そこで、本研究では、教科書を用いたボトムアップ型の活動を補
うものとして、意味ある文脈の中で児童が自ら類推しながら外国語を学ぶホールランゲージ的
なトップダウン型の学習としての絵本を用いた英語学習の在り方を考察するものである。 
 
３．研究の方法 
（１）絵本論の知見をもとにした絵本の整理・分類 
本研究のベースとして用いるのが絵本論という学問領域の知見である。絵本論では、絵本を文

字の語りと絵の語りという二つの記号体系からなる複合的メディアとして捉え、互いの語りが
もう一方の語りが存在することを前提として描かれていることを前提条件としている。すなわ
ち、ここでいう本物の「絵本」とは、「めくり」によって連結された異なる二つの記号体系がそ
れぞれに独立した語りを有し、それでいて、絵がなければ成り立たない文と、文がなければ成り 
立たない絵とが合わさった時にひとつの作品として成立するものである。この視点から絵とこ
とばとの関係性に着目し、絵本分析の手掛かりとして、小学校英語で活用できる可能性のある絵
本を分類・整理した。 
 
（２）指導モデルの考察 
 上記（１）の分析にもとづいて整理・分類した絵本を、実際に日本の小学校英語教育の枠組み
内で活用するための指導モデルについて、文献調査及び、国内外の実践事例の視察を通して考察
した。日本のような EFL 環境下での実践事例だけでなく、英語母語話者や移民の児童、読み書き
に困難を抱える児童のための母語教育、ESL としての英語絵本活用の実践事例についても調査し、
日本の小学校英語教育において援用できる知見を取り入れ、考察を行った。 
 
４．研究成果 
研究成果としては、以下の通りである。 
まず、絵本論の知見に照らした場合、本来の絵本には言語知識の習得のみならず音声面・

内容面での遊戯的「体験」や文化的「体験」を児童に与え、そして、言語の働きや構造に対
する気づきをひきだす潜在的な力があることが明らかとなった。日本の英語教育で使用さ
れ得る英語絵本を、想定される読者の属性によって分類すると①外国語学習者向けに作成
された教材絵本（ELT 絵本）、②英語母語話者向けに作成された教材絵本（reading schemes）、
③オーセンティックな絵本（real books）となるが、これらを絵本論の知見に照らしてテク
スト分析すると、①では読者に言語の正しさを絵で「確認する」読みをもたらす傾向にある
一方、言語教育を目的としない③では読者の社会文化的知識や物語のコンテクストからの
判断力・推察力を前提として複雑な表現や抽象性の高い表現を多く用いる傾向があり、言及
指示内容のみならずその奥にこめられた意味までを「読み解く」「想像・創造する」読みを
ひきだす傾向にあり、特に現代絵本と称される創作絵本の作品群ではその傾向が強いこと
が分かった。 
次に日本の小学校外国語教育の現場での絵本を用いた指導法については、このように教

材としての各絵本の特性を理解したうえで、授業者が目的に応じて絵本を使い分けて使用
することが重要であることが示唆された。例えば、文字なし絵本のように絵の語りだけで成
立する類型の絵本は文字を話の筋を類推しやすく読後の達成感も得られやすいためセルフ



リーディングにも適しており、読む力の未熟な学習者にとって受け入れやすい傾向にある。
あるいは、絵が語らない文主導の作品で文に挿絵として説明的な絵が添えられた類型の絵
本では、読み手が類推したり創造的な読み方をしたりする余地はないが、文が単元で学んだ
既習の語彙・表現で構成されていた場合には、物語を通して言語知識の復習ができるという
点で有用な読み物となり得る。 
さらに、読むときのスタイル（ストーリーテリング、セルフリーディング、グループリーディ

ング、ガイディッドリーディング等）や児童への声掛け、発問、発展学習、他教科連携の有無や
その内容等、様々な要因によって授業構成と学びの質が変わってくる。 
以上のように、小学校英語教育において絵本を用いる際には、絵本論等の視点を持って教材選

択を行い、児童に身に付けさせたい力、使用目的に応じて活動を組み立てていくことが重要であ
る。本助成事業の研究の枠内では、実証研究まで至らなかったが、現行の学習指導要領のカリキ
ュラムとの関連において教育的効果のより高い絵本活用の活動を策定し、実証研究を深めてい
くことを今後の課題としたい。 
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